
刊行にあたって

投資信託は，金融資産の効率的な運用に有効な金融商品であり，金利

が低水準で推移している状況下においては，資産形成上とくに重要な位

置を占める商品ということができ，各金融機関において販売体制を強化

しているところです。

銀行業務検定試験「投資信託３級」は，渉外担当者や窓口担当者が投

資信託をセールスするにあたって必要とされる基本知識等について，そ

の習得度合を判定しようとするものです。投資信託の重要性がますます

高まるなか，投資信託の知識を習得することは金融機関の行職員にとっ

て必要不可欠であり，銀行業務検定試験「投資信託３級」にチャレンジ

することは有益です。

本書は，銀行業務検定試験「投資信託３級」の受験参考書として刊行

されたものです。過去の試験問題については『投資信託３級問題解説集』

（銀行業務検定協会編）に収録されておりますが，本書では，試験問題を

解くための必要知識について要点的に解説し，試験合格に向けてのサポ

ート役として活用していただくことを第一義に編集しています。

本書を『投資信託３級問題解説集』と併せて活用し，銀行業務検定試

験「投資信託３級」に合格され，日常業務活動により一層邁進されるこ

とを祈念してやみません。

　2019 年 10 月

経済法令研究会

※�本書は，従来の「受験対策シリーズ」から「公式テキスト」に名称変

更したものです。
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4　　　第 1編　投資信託の基礎

Key point
▶投資信託は，大資金（ファンド）で投資を行うので，少額資金では投資できない
市場にも参加でき，分散投資が可能となるというメリットがある。

投資信託とは，①資産運用の専門家が，②複数の投資家から資金を集

めて，③その資金を有価証券などに投資して，④これによって得られた

収益を投資家に還元する制度
※

のことである（図表 1−1）。

※投資信託及び投資法人に関する法律（投資信託法）1条には，次
のように記載されている。『投資者以外の者が投資者の資金を主
として有価証券等に対する投資として集合して運用し，その成
果を投資者に分配する制度』

　この制度の特徴は，資産運用の専門家が複数の投資家から集めた大資

金（ファンド）で投資を行うので，機関投資家専用の市場など個々人の

少額資金では投資しづらい市場にも参加できることや，個々人の少額資

金では行えない分散投資が可能になることにある。また，ファンドの時

1 投資信託の意義

利益を
投資家

に還元

専門家
がファ

ンド

の資産
を投資

運用した結果の配当・収益

投　　資多

数
の
投

資

家

大口機関投資家
向け短期金融市場

海外証券市場

株 式 市 場

債 券 市 場

不動産市場など

大資金
（ファンド）

図表 1−1　投資信託のイメージ図
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▶投資信託では，投資元本は保証されておらず，収益も確定していないという点が
預金とは異なる。

図表 1−2　預金と投資信託の違い

預
金
者

銀　行

預金 貸出・投資

〈預　　金〉

〈投資信託〉

確定利率で
利息支払
元金返済

元利返済・
投資収益

企業などへの融資
証券等への投資

投
資
家

ファンド

ファンド購入 証券等へ投資

収益分配金
償還・解約金

配　当・
値上り益運用指図

投信会社

有価証券市場
（企業などが資金調達）

価を日々計算するので，投資家は，資産価値を容易に把握することができる。

　しかし，ファンドの資産が投資されるのは変動する有価証券市場など

であるので，資産価値は常に変動する。それはすべて投資家に帰属する

ので，投資家の投資元本は保証されておらず，収益も確定していない。

また，投資するにあたって手数料などのコストを負担することになる。

　投資信託の特徴を，預金のそれと比較してまとめると次のとおりであ

る（図表 1−2，1−3）。
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図表 1−3　預金と投資信託の違い

〈預　　金〉 〈投資信託〉

資産の運用方法
企業などへの貸付けが中
心

有価証券や不動産へ投資
する

リスクの負担
預金者には元利を保証
し，リスクは銀行が負う

リスクは投資家が負う

元本の保証 銀行が保証※ なし

収　　益
あらかじめ決められた確
定利率（それ以上のリ
ターンはない）

ファンドの運用実績に応
じて変動する（運用実績
がよければ投資家のリ
ターンも大きくなる）

預金者／投資家のコスト

種類によっては解約手数
料がかかるものがある
が，その他に直接的なコ
ストはない

買付手数料や信託報酬が
かかる

資産運用内容の公開 預金者には非公開 受益者に完全公開

※　金融機関が破綻したときに預金保険で保護される預金等の額は，保険の対象と
なる預金等のうち決済用預金に該当するものは全額，それ以外の預金等について
は１金融機関ごとに預金者１人当たり元本 1,000 万円までとその利息等

▶投資信託の収益は，ファンドの運用実績に応じて変動し，運用実績により投資家
へのリターンが大きくなったり小さくなったりする。



2　投資信託の歴史　　　7

Key point

第
１
編

1　投資信託の発生

　投資信託は，19 世紀中頃にイギリスで確立した制度であるといわれ

ている。18 世紀から 19 世紀にかけて，ヨーロッパ大陸諸国では，フラ

ンス革命など紛争が相次いでいた。一方で，島国のイギリスは，戦乱に

よる国土の被害は被らず，18 世紀末に産業革命を達成し，19 世紀初め

には先進工業国として君臨していた。イギリス国内の資本の蓄積は他の

ヨーロッパ諸国に比べて格段に進み，過剰傾向が強まった結果，次第に

金利が低下していった。

　その頃，ヨーロッパ大陸諸国やアメリカでは，戦争後の復興需要，建

国のための資本需要など莫大な資金を必要としていたため金利は高く，

イギリスでは海外への投資が盛んになった。ところが，当時は外国の事

情を十分に知りうる手段が未発達で，海外の投資対象について正確に調

査することは困難なことであった。そのため，中小の投資家が広告や宣

伝に惑わされて投資した結果，その投資先が破綻するなどの痛手を受け

ることが多かった。

　そこで，そのような危険を回避するために，中小の投資家達が資金を

持ち寄り，外国の事情に詳しい人に運用を任せ，その対価として一定の

報酬を支払い，出資割合に応じて利益を享受するという組織が生まれた。

これが投資信託の誕生である。一般には，1868 年にイギリスで設立さ

れた「フォーリン・アンド・コロニアル・ガバメント・トラスト」が，

世界最初の投資信託であるといわれている。

▶ 1868 年にイギリスで設立された「フォーリン・アンド・コロニアル・ガバメント・
トラスト」が世界最初の投資信託であるといわれている。

2  投資信託の歴史
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